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入って良かったロータリー
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Isohata  Kazuhiko

2

2024-25年度 国際ロータリー第2570地区 ガバナー
五十幡和彦（行田さくらRC）

新年あけましておめでとうございます。新年あけましておめでとうございます。

2024‐25年度の前期となる昨年は地区内47のクラブの公式訪問を行いましたが、

どちらのクラブに伺っても皆様から歓待を受けましたこと、心より感謝申し上げます。

また11月2・3・4日（土・日・月）は地区ポリオデーに、11月23・24（土・日）には

国際ロータリー第2570地区 地区大会に、多くの皆様にご参加いただいたまし

たこと、誠に有難うございました。

2024‐25年度の前期となる昨年は地区内47のクラブの公式訪問を行いましたが、

どちらのクラブに伺っても皆様から歓待を受けましたこと、心より感謝申し上げます。

また11月2・3・4日（土・日・月）は地区ポリオデーに、11月23・24（土・日）には

国際ロータリー第2570地区 地区大会に、多くの皆様にご参加いただいたまし

たこと、誠に有難うございました。

振り返ると、前期の活動は一連のポリオ根絶年間工程に基づくものでした。

（１）始めに3大セミナー（地区チーム研修セミナー、PETS、
　  地区研修・協議会）において
　　①各クラブにおけるポリオ根絶活動の実施
　　②地区ポリオデーへの参加
　　③地区大会での各クラブのポリオ根絶活動の発表と、
　　尾身茂先生による記念講演会への参加をお願いしました。

（２）これを受けて地区内47クラブの皆様が、それぞれ何ら
　  かのポリオ根絶活動を実施。

（３）11月2・3・4日のRI第2570地区ポリオデーでは日本最大の
　  ウォーキングイベント『日本スリーデーマーチ』（埼玉県
　  東松山市エリアを中心）に
　　①3日間募金ブースを展開
　　②ウォーキングの出発前に、参加者230人がステージに
　　登壇し、ロータリーのポリオ根絶の取組みをアピール
　　③END POLIO NOWのＴシャツと、END POLIO NOWの
　　登り旗を掲げ10キロコースを中心に市内をウォーキン
　　グしながら、ポリオ根絶をアピールしました。

（４）11月20日は埼玉新聞の一面を使い「地域、世界を変える
　  行動人になろう」として
　　①11月2－4日の地区ポリオデーの取組みと
　　②国際ロータリー第2570地区の奉仕プロジェクトを紹介
　　③ロータリーに入って一緒に行動しましょう、とアピール。

（５）11月23・24日の地区大会では
　　①地区内各クラブ紹介を、各クラブのポリオ根絶活動写真をビデオにまとめて紹介
　　②地区ポリオデー／日本スリーデーマーチでのEND POLIO NOWウォーキングをビデオで紹介
　　③それを受けた最高のテンションで尾身茂先生より「ロータリーと共に歩んできたポリオ根絶」の記念講演を
　　行っていただきました。

一連のポリオ根絶活動にご理解とご協力をいただいた皆様が、今年度の活動方針「入って良かったロータリー」の
副題、私にとっての「Rotary Moment 会員誰もが、ロータリーで出会った感動と魅力を語れるように」です。
本当にありがとうございました。

私のRotary Moment

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
世
界
で
２
０

０
以
上
の
国
と
地
域
に
存
在
し
、
約
３

万
６
千
の
ク
ラ
ブ
と
約
１
４
０
万
人
の

会
員
が
お
り
、
日
本
に
は
全
国
で
約
２

２
０
０
ク
ラ
ブ
と
約
８
万
４
千
人
の
会

員
が
所
属
し
て
い
る
。

　
世
界
中
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
共
通
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
が
最
優
先
事
項
に
掲
げ
る
ポ
リ

オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
根
絶
活
動
だ
。

第
２
５
７
０
地
区
で
も
長
年
に
わ
た
っ

て
支
援
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
今
年

度
は
11
月
２
日
か
ら
３
日
間
、
東
松
山

市
を
中
心
に
行
わ
れ
た
日
本
ス
リ
ー
デ

ー
マ
ー
チ
に
「
２
５
７
０
地
区
ポ
リ
オ

デ
ー
」
と
し
て
大
勢
の
会
員
ら
が
参
加
。

募
金
を
募
る
な
ど
し
て
、
ポ
リ
オ
根
絶

を
呼
び
掛
け
た
。

　
日
本
で
は
「
小
児
ま
ひ
」
と
呼
ば
れ

る
ポ
リ
オ
だ
が
、
こ
の
感
染
症
は
治
療

法
が
な
く
、
い
っ
た
ん
発
症
す
れ
ば
治

す
方
法
が
な
い
。
唯
一
、
予
防
可
能
な

の
は
５
歳
未
満
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン

を
投
与
す
る
こ
と
。
し
か
し
世
界
に
は

戦
争
・
紛
争
地
域
が
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を

届
け
る
の
は
困
難
が
伴
う
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ロ
ー
タ

リ
ー
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
創
業
者
で

あ
る
ビ
ル
ゲ
イ
ツ
氏
が
運
営
す
る
「
ビ

ル
ゲ
イ
ツ
＆
メ
リ
ン
ダ
財
団
」
を
パ
ー

ト
ナ
ー
に
、
こ
れ
ま
で
に
１
２
２
カ
国
、

世
界
25
万
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
の
ポ

リ
オ
予
防
接
種
を
支
援
し
て
き
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
が
ポ
リ
オ
根
絶
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
１
９
８
８
年
当
時
、

世
界
で
35
万
人
の
ポ
リ
オ
感
染
者
が
い

た
が
、
継
続
的
な
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
着
実
に
進
み
、
２
０
２
３
年
に
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
２
カ

国
で
、
そ
れ
ぞ
れ
１
桁
の
感
染
者
数
の

み
に
ま
で
減
少
し
た
。
世
界
の
子
ど
も

た
ち
に
笑
顔
を
届
け
る
こ
の
支
援
活
動

は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク
（
奇

跡
）
」
と
称
さ
れ
、
ポ
リ
オ
根
絶
ま
で
、

あ
と
一
歩
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
根
絶
に
は
世
界
の
子
ど
も
た
ち

に
常
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
支
援
を
止
め
て
し
ま
え
ば
、
今

後
10
年
以
内
に
世
界
で
20
万
人
の
子
ど

も
た
ち
が
ポ
リ
オ
に
感
染
し
て
し
ま
う

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ロ
ー

タ
リ
ー
は
、
予
防
接
種
へ
の
募
金
活
動

を
恒
常
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　
「
第
２
５
７
０
地
区
ポ
リ
オ
デ
ー
」

と
し
て
参
加
し
た
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ

ー
チ
に
は
３
日
間
で
計
約
２
３
０
人
の

会
員
や
そ
の
家
族
が
集
合
。
募
金
活
動

と
と
も
に
「
Ｅ
Ｎ
Ｄ
　
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
　

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
と
記
さ
れ
た
お
揃
い
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
身
に
付
け
、
沿
道
の
人
々
に
ポ

リ
オ
根
絶
を
訴
え
た
。

　
地
区
大
会
実
行
委
員
会
の
新
井
啓
介

委
員
長
（
行
田
さ
く
ら
Ｒ
Ｃ
）
は
「
大

勢
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

ポ
リ
オ
根
絶
に
向
け
た
意
識
も
高
ま
り
、

連
帯
も
築
け
ま
し
た
。
支
援
を
長
く
続

け
て
き
た
お
か
げ
で
、
根
絶
ま
で
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
奉
仕
活
動
の
柱
と
し
て
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
て
い

る
。

　
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
「
超
我
の

奉
仕
」
を
掲
げ
、
各
ク
ラ
ブ
所

在
地
域
の
社
会
奉
仕
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
つ
が

貧
困
家
庭
の
児
童
生
徒
ら
に
無

料
ま
た
は
低
額
で
食
事
を
提
供

す
る
「
子
ど
も
食
堂
」
へ
の
支

援
。
子
ど
も
家
庭
委
員
会
の
下

境
将
寛
委
員
長
（
深
谷
Ｒ
Ｃ
）

は
「
こ
こ
２
、
３
年
で
子
ど
も

食
堂
へ
の
支
援
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
の
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切

り
た
い
。
委
員
会
で
は
各
ク
ラ

ブ
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
情
報
提
供
に
努
め
、
子
ど
も

た
ち
を
支
え
る
機
運
を
高
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は

１
９
９
０
年
半
ば
か
ら
上
昇
し

て
お
り
、
７
人
に
１
人
が
貧
困

状
態
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
特
に

一
人
親
世
帯
の
半
数
以
上
が
貧

困
状
態
に
あ
る
と
さ
れ
、
貧
困

や
親
の
多
忙
の
た
め
に
食
事
が

満
足
に
で
き
な
い
、
常
に
「
孤

食
」
の
状
態
で
あ
る
子
ど
も
が

増
加
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
食
堂
の
開
設
は
行

政
も
推
進
し
て
お
り
、
近
年
各

地
域
で
広
が
っ
て
い
る
。

　
下
境
委
員
長
が
所
属
す
る
深

谷
市
内
の
ク
ラ
ブ
で
は
共
同
し

て
数
年
前
か
ら
市
内
７
カ
所
に

設
け
ら
れ
た
子
ど
も
食
堂
を
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
支
援

し
て
い
る
。
自
治
会
の
協
力
を

得
て
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
や
使

っ
て
い
な
い
年
賀
ハ
ガ
キ
、
切

手
を
各
家
庭
か
ら
集
め
、
新
し

く
し
た
ハ
ガ
キ
を
会
員
が
購
入

す
る
形
で
換
金
し
て
支
援
金
に

充
て
て
い
る
。

　
下
境
委
員
長
は
「
次
世
代
の

社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地

域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
、
誰
一

人
も
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

子
ど
も
た
ち
が
未
来
へ
希
望
を

持
ち
、
社
会
を
生
き
抜
く
力
を

育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
る
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
は
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で

の
留
学
を
支
援
す
る
青
少
年
交
換
事
業

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
海

外
の
ロ
ー
タ
リ
ー
と
連
携
し
、
交
換
留

学
生
や
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
を
支
援
。
国
際

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
若
者

の
夢
の
実
現
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　
青
少
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
の
高
橋

貴
子
統
轄
委
員
長
（
行
田
さ
く
ら
Ｒ

Ｃ
）
は
「
第
２
５
７
０
地
区
で
50
年
以

上
続
く
青
少
年
交
換
事
業
は
会
員
の
皆

さ
ま
の
理
解
と
支
援
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
異
文
化
を
理
解
し
、
国

境
を
越
え
た
友
情
を
築
く
こ
と
で
、
世

界
平
和
を
少
し
ず
つ
実
現
し
た
い
と
い

う
想
い
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
あ
り

ま
す
。
地
区
内
の
学
生
・
高
校
生
た
ち

に
は
国
際
交
流
へ
の
関
心
を
深
め
、
見

聞
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

す
。

　
24

－

25
年
度
は
５
人
の
高
校
生
を
台

湾
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
チ
ェ
コ
、
イ
タ

リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に
約
１
年
間
派
遣

し
、
地
区
内
の
各
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
５

人
の
海
外
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
高
橋
委
員
長
は
「
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
来
た
留

学
生
た
ち
に
も
異
文
化
を
体
験
し
て
も

ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

奉
仕
の
精
神
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
期

待
す
る
。

　
一
方
、
海
外
留
学
を
終
え
て
帰
国
し

た
地
区
内
の
学
生
・
高
校
生
た
ち
か
ら

は
「
こ
の
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て

人
生
が
変
わ
っ
た
。
感
謝
し
き
れ
な

い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
事
業
に
関
わ
る

高
橋
委
員
長
は
「
１
年
間
の
留
学
を
終

え
て
帰
国
し
た
学
生
た
ち
は
別
人
の
よ

う
に
た
く
ま
し
く
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に

成
長
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
『
ロ
ー
タ

リ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク
』
。
国
際
交
流
は
継

続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
力
を
込

め
た
。

出
会
い
と
学
び
が
感
動
呼
ぶ

　
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
Ａ
・
ア
ー
チ
ッ
ク
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長
は
、
ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
で
浄
水
器
の
設
置
活
動
に
携
わ
っ

た
と
き
に
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
マ
ジ
ッ

ク
」
を
目
に
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

汚
い
水
が
フ
ィ
ル
タ
ー
に
入
り
、
反
対

側
か
ら
透
明
な
水
が
出
て
く
る
の
を
、

２
人
の
少
年
が
見
て
い
ま
し
た
。
「
少

年
の
１
人
が
私
の
袖
を
つ
か
ん
で
、

『
も
う
一
度
魔
法
を
見
せ
て
』
と
言
っ

た
の
で
す
」
と
ア
ー
チ
ッ
ク
氏
。
「
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
浄
水
器
が
魔
法
な
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
水
器
を
輸
送
し
、

設
置
し
、
現
地
の
リ
ー
ダ
ー
と
協
力
し

て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
た
め
に
、
私

た
ち
は
懸
命
に
活
動
し
ま
し
た
。
私
が

少
し
で
も
、
そ
の
力
に
な
れ
た
と
知
っ

た
こ
と
で
、
私
の
人
生
も
変
わ
っ
た
の

で
す
」
。

　
そ
こ
か
ら
、
今
年
度
の
国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
の
テ
ー
マ
は
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｍ
Ａ
Ｇ

Ｉ
Ｃ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｙ
（
ロ
ー
タ

リ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク
）
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

２
５
７
０
地
区
（
埼
玉
西
北
）
の
活
動

方
針
は
「
入
っ
て
良
か
っ
た
ロ
ー
タ
リ

ー
」
で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
様
々
な

出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
学
び
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
地
域
社
会
や
世
界

平
和
に
貢
献
出
来
る
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
「
ロ
ー
タ

リ
ー
に
入
っ
て
良
か
っ
た
」
こ
と
や
ロ

ー
タ
リ
ー
で
出
会
っ
た
感
動
と
魅
力
―

Ｒ
ｏ
ｔ
ａ
ｒ
ｙ
　
Ｍ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
―
が

ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
を
進
め
る
大
き
な
原

動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と

い
う
思
い
は
「
体
験
」
で
し
か
実
感
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
ク
ラ
ブ
で

取
り
組
む
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
実

が
大
切
で
す
。
こ
れ
ま
で
ロ
ー
タ
リ
ー

は
世
界
平
和
に
向
け
、
世
界
中
で
様
々

な
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ポ
リ
オ
根
絶
を
は
じ
め
と
し
た
、
そ

の
成
果
は
ま
さ
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
マ
ジ

ッ
ク
、
ロ
ー
タ
リ
ー
が
引
き
起
こ
し
た

奇
跡
で
す
。
ア
ー
チ
ッ
ク
氏
は
、
こ
の

マ
ジ
ッ
ク
を
「
皆
さ
ま
と
と
も
に
推
し

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
高
ら
か
に

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
に
お
い
て
も
、

ポ
リ
オ
根
絶
活
動
に
お
い
て
も
、
よ
り

大
き
な
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
協
力
者
の

力
が
必
要
で
す
。
地
域
で
世
界
で
、
奉

仕
と
親
睦
活
動
を
中
心
に
、
多
様
性
・

高
潔
性
を
共
通
の
価
値
観
と
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
を
目
指
す
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
、
共

に
世
界
平
和
に
向
け
て
活
動
し
ま
し
ょ

う
。

　
２
０
２
４

－

25
年
度
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
５
７
０
地
区
（
埼
玉
西
北
・
五
十
幡
和
彦
ガ
バ
ナ
ー
）
は
23
、
24
日
、

行
田
市
の
行
田
産
業
文
化
会
館
な
ど
で
地
区
大
会
を
開
く
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
世
界
を
変
え
る
行
動
人
に
な
ろ

う
」
。
五
十
幡
ガ
バ
ナ
ー
が
所
属
す
る
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
三
島
務
会
長
）
が
ホ
ス
ト
を
務
め
る
。
47

ク
ラ
ブ
が
所
属
す
る
第
２
５
７
０
地
区
（
会
員
数
約
１
５
４
０
人
）
は
今
年
度
「
自
分
を
磨
き
、
事
業
も
磨
き
、
世
界

平
和
に
貢
献
す
る
た
め
に
」
を
指
針
に
活
動
。
大
会
を
前
に
奉
仕
の
理
念
で
結
ば
れ
た
職
業
人
が
世
界
規
模
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
国
際
理
解
や
親
善
、
平
和
を
推
進
す
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

地域、世界を変える行動人に
国際ロータリー第2570地区 ―自分を磨き、事業も磨き、世界平和に貢献する―

世
界
中
の
子
ど
も
に
笑
顔
を

ポ
リ
オ
根
絶
活
動

業
種
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

職
業
奉
仕
活
動

青
少
年
を
通
じ
た
国
際
理
解

国
際
交
流
留
学
支
援

地域で子どもの未来支える
子ども食堂支援

ロータリークラブ(RC)

今年の日本スリーデーマーチでポリオ根絶を訴えたロータリアンたち＝11月3日、東松山市内

予防接種への募金を募る会員たち

深谷市内の子ども食堂を支援するボランティア

　
多
種
多
様
な
職
業
人
が
集
ま
る
ロ
ー

タ
リ
ー
は
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
に
職
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
が
力
を
合
わ
せ
、
ア
イ
デ
ア

を
交
換
し
、
協
力
関
係
を
深
め
て
い
く

重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
職
業
奉
仕

委
員
会
の
小
髙
章
委
員
長
（
川
越
Ｒ

Ｃ
）
は
「
会
員
の
皆
さ
ん
は
公
共
の
た

め
、
地
域
の
た
め
に
と
集
ま
っ
て
く

る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
。
会
員
同
士
の
交
流
、
親
睦
を
通

し
て
得
る
も
の
は
大
き
い
で
す
よ
」
と

笑
顔
で
語
る
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
各
ク
ラ
ブ
で
は
毎
週

開
か
れ
る
例
会
で
会
員
が
自
分
の
職
業

に
つ
い
て
話
を
し
た
り
、
会
員
以
外
の

人
を
外
部
か
ら
迎
え
、
話
を
聴
く
卓
話

を
実
施
し
て
い
る
。
卓
話
は
日
頃
接
す

る
こ
と
の
出
来
な
い
業
種
の
方
々
か
ら

話
を
聴
く
機
会
で
あ
り
、
自
身
の
視
野

の
広
が
り
や
職
業
ス
キ
ル
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
学
び
の
場
だ
。

　
小
髙
委
員
長
は
「
委
員
会
で
は
卓
話

に
活
用
し
て
も
ら
う
資
料
を
ク
ラ
ブ
に

提
供
し
た
り
し
て
、
職
業
奉
仕
の
意
識

を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
自
身
の

職
業
ス
キ
ル
を
高
め
て
得
た
利
益
を
社

会
に
還
元
す
る
。
会
員
同
士
の
交
流
の

輪
を
広
げ
、
公
共
福
祉
の
向
上
に
寄
与

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

会長エレクト研修セミナーの様子から

青少年交換事業で滞在中の海外の学生たち

　自身の職業を通じて地域と国際社会に貢献することを
実践する、世界２００以上の国と地域にネットワークを形成
している奉仕団体。１９０５年にシカゴで創設され世界に広
がった。中核的な価値観は親睦、高潔性・多様性・奉仕・リ
ーダーシップ。各地区は地域単位のクラブの集合体で、第
２５７０地区は埼玉県西北部の47クラブで組織される。
様々な職業や年齢層が集まり、それぞれの経験や知識を
持ち寄る多様性と、高い職業倫理を重視する姿勢が特徴。

入
っ
て
良
か
っ
た
ロ
ー
タ
リ
ー

五
十
幡 

和
彦

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

第
２
５
７
０
地
区

ガ
バ
ナ
ー
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さて1月は国際ロータリーの「職業奉仕月間」です。奉仕活動を主体とするロータリーですが、そのロータ
リーの目的の中には
さて1月は国際ロータリーの「職業奉仕月間」です。奉仕活動を主体とするロータリーですが、そのロータ
リーの目的の中には

第2

第3

第2

第3

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会として
ロータリアン各自の職業を高潔なものにすること
ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会として
ロータリアン各自の職業を高潔なものにすること
ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること

と定められています。

職業人が圧倒的に多い私達会員が、ロータリーに魅力を感じ共鳴するのは「職業上の高い倫理基準を保つ」

ことや「ロータリアン各自の職業を高潔なものにする」こと、そして「事業および社会生活において、日々、

奉仕の理念を実践する」ことです。

改めてロータリーの基本理念を学ぶためにも、１月はロータリーの職業奉仕を学ぶ月間にしていただければ

と存じます。

と定められています。

職業人が圧倒的に多い私達会員が、ロータリーに魅力を感じ共鳴するのは「職業上の高い倫理基準を保つ」

ことや「ロータリアン各自の職業を高潔なものにする」こと、そして「事業および社会生活において、日々、

奉仕の理念を実践する」ことです。

改めてロータリーの基本理念を学ぶためにも、１月はロータリーの職業奉仕を学ぶ月間にしていただければ

と存じます。

１月は「職業奉仕月間」

ガバナー メッセージ

G
o

ver
n

o
r
's O

ffic
ial V

isit

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

　五十幡和彦ガバナー、島田敏郎ガバナー補佐、長島豊地区副幹事、大滝龍一様を
お迎えしてのガバナー公式訪問例会を開催いたしました。 まず初めに入会3年未満
の会員との懇談会では、会員から自己紹介及び入会の経緯などを発表していただ
き、五十幡ガバナーからはロータリー活動の意義などお伺いいたしました。
例会では、五十幡ガバナーからRIのテーマ「ロータリーのマジック」について、また地
区テーマについてわかりやすくお話していただきました。
例会終了後はクラブ協議会を開催し「ロータリーに入って良かったこと」をテーマに
2グループに分かれてディスカッションを行い、多くの会員から入ってよかったロータ
リーの話を聞く機会になりました。結びに五十幡ガバナーから講評をいただきまし
た。 大変貴重な時間でございました。

11
26

火曜日

埼玉りそな銀行 
朝霞支店　例会場 朝霞RC会長 幹事櫻井　元 荒木和之

Governor Message

3

GML- 1  Issue



Odaka Akira

職業奉仕委員会 委員長

【職業奉仕の概念】（Vocational  Service）

高潔性と倫理

小 髙  章（川越RC）

職業奉仕月間に因んで Vocational Service

今月は「職業奉仕月間」です。職業奉仕は難しいとか、わかりにくいと
思われているロータリアンが多いのではないでしょうか。
今回は、RI発刊の公式手引書「職業奉仕の手引き：実践しよう」　　
（255-JA-1017)より要点を抜粋してみましたので、ご一読いただき
職業奉仕について考える機会を設けていただきたいと思います。

職業奉仕は、「ロータリーの目的」の第２項を土台として、ロータリアンは次のことを奨励し、育むことが求めら
れています。 「職業上の高い倫理基準」 「役立つ仕事はすべて価値あるものとする認識」 「社会に奉仕する機
会としてロータリアン各自の職業を高潔なものとすること」

ロータリーでは、高潔性と高い倫理を重視しています。その中で ロータリアンによって生みだされたのが、「四
つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の2つであり、職場や生活のあらゆる 場面で倫理的行動を実践す
るための指針となっています。

職場で高い倫理基準を推進するために
事業や専門職務のリーダーであるロータリアンは、職場や地域社会において模範を示し、高い倫理基準を推
進することのできる立場にあります。ロータリアンは、次のような方法で倫理を実践し、奨励できます。
①従業員の雇用、研修、指導において、誠意、責任、公平さ、尊重について説明し、その重要性を強調する。
②仕事仲間による模範的な行動を称え、奨励する。
③顧客、業者、仕事関係者と接する際は、高い倫理基準を遂行し、思いやりと熟慮をもって行動する。
④ビジネスや組織において、社会的・環境的に責任ある慣行を推進する。

スキルと職業
職業とそのスキルの重要性を認識するロータリーには、多様な職業や経験をもつ会員がおり、地域社会のさま
ざまな職業、ビジネス、団体とのつながりを生かした活動が実践されています。 会員には、職業スキルを奉仕
に生かし、自らの職業をクラブで代表するとともに、職場においてもロータリーの理念を実践する責務があり
ます。

職業研修と職業スキルの向上 
職業人同士の交流を目的として設立されたロータリーでは、より良い地域社会を築くために、職業やビジネス
におけるリーダーが力を合わせ、アイデアを交換し、協力関係を築くことの重要性を強調しています。
ロータリー会員は、職業に関するスキル研修とサポートを人びとに提供することを通じて、自らの職業スキルの
向上にも努めています。
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Shoda Yasutaka
11

30
土曜日

場　　  所 紫雲閣　孔雀の間

国際奉仕委員会　統括委員長
正田康高（深谷東RC）

2024-25 第2570地区

国際奉仕委員会セミナー報告

五十幡和彦ガバナー、坂口孝ガバナーエレクト、茂木正国際奉仕委員会諮
問委員、高丹秀篤パストガバナーをお迎えして開催いたしました。
国際奉仕委員会では本年度の取り組みについて、グローバルサポート委員
会、並びにグローバル交流委員会の両委員会より活動報告・実績・海外訪
問報告などの発表を行いました。
はじめに、五十幡ガバナーより国際奉仕の活動や現状でのレクチャーのお
話をいただき、茂木諮問委員からは第3502台湾桃園地区のあらましをお
聞きしました。

※グローバルサポート委員会からは梅澤委員長から昨年の第3350地区タイ国シーロムロータリークラ
ブ他への医療器具などの医療支援と、本年度のグローバルファンドの進捗状況の発表が行われました。
また、グローバルサポート委員会 鯨井委員より台湾のロータリークラブの説明を行いました。

※グローバル交流委員会からは大館委員長から第9455西オーストラリア州地区との関係改善や要望
の発表がありました。
また、グローバル交流委員会 新井委員から11月に訪問したオーストラリアの説明と報告がありました。

最後に8月20日～24日に訪問されました第2570地区と第3502台湾桃園地区の日台交流事業（5年越
しの富士山へ）について、グローバル交流委員会 金子委員から報告がありました。
時間の制限がある中でのセミナーでしたが地区の会長さん、国際奉仕委員長さんに沢山の情報が発信
できたと思います、更に次年度は包括的に国際奉仕委員会が各クラブに海外クラブとの提携や交流を
斡旋できれば良いと思います。
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皆様、ありがとうございました!

国際ロータリー第2570地区 地区大会が11月23・24日（土・日）、
「世界を変える行動人になろう」を大会テーマとして、国際ロー
タリー会長代理に神野重行様、令夫人啓子様にご臨席を賜り、
来賓として埼玉県知事大野元裕様、行田市長行田邦子様、熊
谷市長小林哲也様、行田商工会議所会頭細井保雄様をお迎
えし、開催されました。
大会第1日目の23日は熊谷スポーツホテル PARK WINGにお
いて本会議が行われ、各種委員会報告に続き決議案が可決
承認。続いてRI会長代理神野様による地区指導者育成セミナ
ー「入って良かったロータリーを実感させるためには」が行われ
ました。これは私の地区活動方針「入って良かったロータリー」
を受けてご講演していただいたもので、事業所においても「入
って良かったこの会社」が感じられる従業員満足度が大切で、
新会員には「居場所と舞台」を作ってあげることが重要であるこ
とをご教示いただきました。
国際ロータリー会長代理ご夫妻歓迎晩餐会ではオープニング
を早見優さんのトーク＆ライブで飾っていただき、会員同士の交
流と親睦の輪が広がりました。
大会2日目の24日は行田市産業文化会館で行われ、式典第1部
ではガバナーによる地区現況報告と国際ロータリー会長代理
の神野重行様によるRI現況報告。続いて「新世代のつどい」と
してインターアクトクラブ・ローターアクトクラブの紹介、青少年交
換派遣生・ロータリー財団奨学生・米山記念奨学生による発表。
そして第2部では各グループのクラブ紹介を、それぞれのクラブ
が取組んだポリオ根絶活動の写真を通じて紹介。続いて11月
2・3・4日に行われた地区ポリオデーの模様をビデオにまとめて
紹介。それを受けて最高の盛り上がりの中、尾身茂先生による
記念講演「ポリオ根絶　これまで　これから」をご講演いただ
きました。
尾身先生にはロータリーの青少年交換派遣や海外への留学
生、海外からの留学生支援事業を高く評価していただき、また
講演の中では「ロータリーの支援のおかげで、ポリオ根絶をあ
と少しの所まで推し進めることができたこと」そして「ポリオを根
絶できるまであと一歩です。それにむけてこれまで以上に、より
一層の支援が必要なこと」を語っていただきました。皆様のご
理解とご協力のおかげで、地区として一連のポリオ根絶活動工
程の集大成を、尾身先生の講演を通じて行うことができたこと
に、想いひとしおです。
結びに全国からかけつけていただいた同期ガバナー並びに令
夫人の皆様、パストガバナーをはじめとした当RI第2570地区 地
区役員の皆様、各クラブ会長幹事をはじめとした会員の皆様、
そして何よりもホストクラブの行田さくらロータリークラブ、コ・ホ
ストクラブである行田ロータリークラブ、吹上ロータリークラブの
皆様に心より感謝申し上げます。

地区大会を終えて
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地区大会実行委員長　新井 啓介

　2日間に渡り、RI会長代理神野重行様ご夫
妻をお迎えして、大会テーマ『世界を変える
行動人になろう』のもとに、開催いたしました。
　1日目は、本会議（大会決議）、指導者育成
セミナー、RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会を
熊谷スポーツホテルで開催いたしました。
晩餐会前段の青春アイドル早見優さんの
トーク＆ライブは雰囲気の盛り上げに大変効
果的で、食事・懇談と行田アンサンブル協会
の演奏、そして最後は、全員で輪をつくり「手に手つないで」の大合唱
で大変楽しい夕べになりました。
　2日目は、テレビ朝日アナウンサーとなった元Ｒ青少年交換学生の
駒見直音さんの司会に始まり、式典、新世代のつどい、クラブ紹介と
ポリオ根絶活動発表に続き、尾身茂先生の「ポリオ根絶これまでこ
れから」記念講演は、大変勉強になり感銘を受けました。本大会は、
ホストクラブとして行田さくらRC、コ・ホストクラブとして行田RC、
吹上RCの皆様にご尽力頂きました。特に、役員をお引き受け頂きまし
た皆様の熱意と行動に、心より感謝申し上げます。
ありがとうございました。

　大変多くのご来賓、会員の皆様にご参加い
ただき感謝申し上げます。今回の地区大会
は、二人の若者に注目をしていました。
 一人目は、２日目の司会担当、テレビ朝日アナ
ウンサー駒見直音さん。行田出身の駒見さん
は、当地区青少年交換学生として2014-15ブ
ラジルに派遣されました。国際基督教大学
卒業後、テレビ朝日に入社。若手アナウン
サーですが、その将来を期待されています。
 二人目は、駒見さんの次の年、当地区青少年交換で、同じくブラジル
に派遣された東篤史さん。「ロータリーの友」10月号38頁、ニュージェ
ネレーションの欄に「生涯、ローテックスとして」と題し、ローテックス
卒業後の組織拡大を目指す意気込みを書いております。東さんは、2
日目の「新世代のつどい」の司会を担当。図らずもこの二日目の司会は
全て、青少年交換事業の卒業生二名となりました。青少年交換は、留
学では得られない、派遣国の文化を体験し、日本の文化を理解してい
ただくこともその目的にあります。ロータリーにとってとても有益な青少
年のプログラムの一つと実感いたしました。
駒見さん、東さんのこれからの活躍に期待します。

地区大会会長　矢澤 大和

RI会長代理
第2760地区 2017-18年度ガバナー

神 野 重 行 氏

地区大会を終えて

はじめに、昨年11月23・24日に開催された今年度地区大会が好天にも
恵まれ、熊谷と行田の両会場で盛大に開催されたましたことをお喜び
申し上げます。
また、大会初日の指導者育成セミナーにもリーダーの皆様には熱心に
ご参加いただけたことに感謝申し上げます。そして当日夜の歓迎晩餐
会では懐かしい早見優さんの登場で若返れたひと時を持たせていた
だきました。
地区大会は２日間通して全部がステファニーA.アーチックRI会長と五
十幡和彦ガバナーの熱い思いが籠った素晴らしいものでした。その中
で私がRI会長代理としてのお役をしっかり果たせたのか、些か不安な
ところがありましたが、終了後、皆様からの温かい嬉しいお言葉を拝聴
し少し安堵しております。
また大会2日目はお忙しい中でお越しいただいた尾身茂先生に最後ま
でご出席いただき、そのご講演では、我 ロ々ータリアンに少し戸惑いや
諦めも見られるポリオ根絶活動に喝を入れていただけた気がしまし
た。改めて尾身先生のご努力とご支援に感謝いたします。また、尾身先
生からは「今日一日この大会に参加して、ロータリーがこれだけ熱心に世界平和と青少年育成・支援に取り組んでいることを初
めて知りました。これからは今まで以上に世界平和とポリオ根絶にがんばります。」と言っていただけたことに大感激した次第で
す。
五十幡ガバナー年度はまだ半分残っています。地区の皆さんには年度末の6月30日まで、それぞれのクラブが立てた目標達成
に向けて、最大限のご努力をしていただくようお願いいたします。
末筆ながら、このような実りある地区大会開催にご尽力いただいた「行田さくらロータリークラブ」はじめ関係皆様にお礼申し上
げるとともに、貴地区の益々のご繁栄と、会員皆様のご健勝をお祈りいたします。
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　行田さくらロータリークラブをホストクラ
ブとして、五十幡和彦ガバナーのもと、11月
23日（土）24日（日）に2024－25年度国際
ロータリー第2570地区、地区大会が開催
できましたことに心より感謝申し上げます。
また、大会第1日目は本会議、地区指導者育
成セミナーとして講師の神野重行様、貴重
な講演を賜りありがとうございました。大会
第2日目は、尾身茂先生の「ポリオ根絶記念
講演」そして、2日間にわたり来賓の皆様の祝辞を賜り、重ねてお礼
を申し上げます。
私ども行田さくらロータリークラブは、今後も五十幡ガバナーのも
と、さらなる高みを目指して一同精進してまいります。また、貴重な
経験をさせていただき改めて感謝申し上げお礼の挨拶とさせてい
ただきます。

行田さくらRC 会長　三島　務地区大会地区大会
district conference in gyoda
11月23日（土）熊谷スポーツホテル PARK WING
11月24日（日）行田市産業文化会館にて開催され
ました。 多くの会員の協力により地区の結束を深
めた手作りの大会でした。

district conference in gyoda

PHOTO
ALBUM

in kumagaya

11／ 23

本会議 14:00

各種委員会
報告 14:20

地区指導者育成
セミナー 15:15

RI会長代理ご夫妻
歓迎晩餐会 17:00

早見優トーク＆
ミニライブ 17:05
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開会点鐘 13:00

クラブ紹介 15:20

クラブ表彰 16:30

閉会点鐘 17:15

RI会長代理
現況報告 1350

新世代の
つどい 14:20

尾身茂先生
記念講演 15:50

PHOTO
ALBUM

in Gyoda

SUN.11／ 24
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excursion
地区大会2日目　エクスカーション

地域の魅力を体験していただくため、市内の名所をご案内し
地域文化への理解を深めることのできた

貴重なひとときとなりました。
参加者同士の親睦も一層深まり行田市の素晴らしさを

再発見する機会にもなりました。

2024年11月24日（日）  行田市内観光

訪
問
場
所

古
代
蓮
の
里
・
さ
き
た
ま
テ
ラ
ス
・
忍
城
・
郷
土
博
物
館
・
魚
豊
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地区大会記念 ポリオ根絶チャリティーゴルフコンペ実行委員長

上 原 謙 一（行田さくらRC）

GOLF
ポリオ根絶 チャリティーゴルフコンペ

2024年9月10日（火）  熊谷ゴルフクラブ

で続けていただき改めて感謝申し上げます。参加
者の皆様がゴルフを楽しんでいる姿がとても
印象的で、会員ではない方々にご参加くださ
り、私たちの活動を知っていただけたことを
嬉しく思います。初めてチャリティーゴル
フに参加された方から、「このような形
で社会貢献ができるとは思っていな
かった」とのお言葉をいただき、大変感
銘を受けました。 今後も、ロータリー
は地域社会と連携し社会貢献を続け
てまいります。今回のコンペをきっか
けに、皆様ともさらなる交流を深め、
今後も一緒に大きな目標に向かって
歩んでいければと思います。
最後に、運営にあたり時間のない中、
本庄RC金井福則様、川越RC栗原雄一
様や地区事務局と参加いただいた全て
の方々、暑さの中でも笑顔でプレーを続け
てくださった皆様に深く感謝申し上げます。

この度、地区主催のポリオ根絶チャリティーゴル
フコンペを無事に開催することができ、心より
感謝申し上げます。
当日はロータリアン191名一般参加27名の
多くの皆様にご参加いただきました。皆
様のご協力のおかげで、素晴らしい大
会となりました。暑さが厳しい中参加
者皆様のお力添えのおかげで、大変
意義深い一日を過ごすことができま
した。後半のスタート時には、五十幡
ガバナーからのアイスの提供があり、
皆様に直接お渡しくださったことが
大変印象的でした。 ガバナーの心温
まる配慮は、暑さに疲れた体をリフ
レッシュさせ、後半のプレーに向け元
気を皆様に与えてくださいました。
アイスを受け取った皆様も笑顔で、その
場は和やかな雰囲気となり地区の一体
感が一層深まりました。 
後半戦はガバナーの応援を受けてスタート
し、皆様の活力に満ちたプレーが見られ、充実
したコンペとなりました。暑い中、プレーを最後ま

これからも、ロータリーの活動にご協力をいただければ幸いです

220,000円

皆さんのご協力をいただき、たくさんの
募金が集まりました。 温かいご支援に
心より感謝申し上げます。

募金額

GML- 1  Issue
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表　彰

前嶋 修身

熊 谷

ポール・ハリス・ソサエティ 8回

並木 憲一

熊 谷

ポール・ハリス・フェロー 1回

日向美津江

熊 谷

ポール・ハリス・ソサエティ 5回

西山 秀木

熊 谷

べネファクター 1回

馬場 俊久

熊 谷

ポール・ハリス・フェロー 1回

原田　勲

熊 谷

ポール・ハリス・フェロー 1回

滝澤 義和

朝　霞

米山功労者 2回

池田　愛

朝　霞

ポール・ハリス・フェロー 1回

小阪 裕史

新所沢

ポール・ハリス・フェロー 1回

江崎 浩史

新所沢

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 5回

一柳 達朗

入　間

米山功労者 1回

宮崎 正文

入　間

米山功労者 2回

水村 雅啓

入　間

米山功労者 4回

金井 祐一

入　間

米山功労者 1回

後藤　健

入　間

米山功労者 1回

斉藤 重治

富士見

べネファクター 5回

桑原 福治

富士見

べネファクター 2回

奥田 功次

富士見

べネファクター 2回

竹内 英明

富士見

べネファクター 2回

平岡 直也

富士見

べネファクター 1回

涌井 英樹

富士見

べネファクター 1回
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New Face
新会員

合田 雄一
2024/11/1入会

熊谷産業（株） 代表取締役
前嶋修身・井上 浩紹介者

熊　谷

山城 智弘
2024/11/15入会

㈲（有）山城工務店 代表取締役
斉藤英雄・森田仁一紹介者

富士見

宮田 英之
2024/12/1入会

行政書士 宮田事務所 所長
鯨井美知子鯨井美知子紹介者

東松山むさし

竹下 尚宏
2024/12/4入会

(合同）志木テック 代表社員
三上隆俊・大村相基紹介者

志 木

木下 哲男
2024/12/4入会

木下建設（株） 専務取締役
遠藤貴博・西川和人紹介者

志 木

秦　賢太郎
2024/11/12入会

野村證券㈱所沢支店 支店長
當眞正純紹介者

所 沢

醍醐 弘美
2024/11/12入会

（株）旭　代表取締役
鳥居由美子・見澤英一紹介者

所 沢

松本 孝司
2024/11/12入会

松本装飾（株） 代表取締役
見澤英一・淺海剛次紹介者

所 沢

田中 邦夫
2024/11/26入会

（有）ライズ 代表取締役
見澤英一・淺海剛次紹介者

所 沢

千葉 みどり
2024/12/3入会

（株）そごう・西武　西武所沢Ｓ.Ｃ. 館長
市川雅巳紹介者

所 沢

今野 和茂
（深谷RC）

心よりご冥福を
お祈り申し上げます訃報

享年51歳

逝 去 2024年11月4日 

入 会 2014年6月17日

 在籍10年

吉田 嘉髙

（熊谷RC）
副会長等

心よりご冥福を
お祈り申し上げます訃報

享年86歳

逝 去 2024年11月11日 

入 会 1999年 4月 1日

 在籍25年

第2570地区
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率

〒355-0028 埼玉県東松山市箭弓町2-5-14  ガーデンホテル紫雲閣内〒355-0028 埼玉県東松山市箭弓町2-5-14  ガーデンホテル紫雲閣内

2024－2025年度  vol.7

TEL.0493-21-2570 FAX.0493-21-2571
E-mail  d-of fice@mail .rid2570.gr.jp 
TEL.0493-21-2570 FAX.0493-21-2571
E-mail  d-of fice@mail .rid2570.gr.jp 

ガバナー月信編集委員会 委員長

kawano.kento@drive.ocn.ne.jp
川野健人

川 越

東 松 山

小 川

坂 戸

越生毛呂

川越小江戸

川 越 西

鶴 ヶ 島

川越中央

坂戸さつき

東松山むさし

合　計（11RC）

入 間

所 沢

飯 能

新 所 沢

日 高

所 沢 西

新 狭 山

所 沢 東

入 間 南

所沢中央

狭山中央

合　計（11RC）
深 谷

本 庄

秩 父

寄 居

児 玉

岡 部

深 谷 東

皆野・長瀞

深谷ノース

合　計（9RC）
熊 谷

行 田

羽 生

加 須

熊 谷 西

行田さくら

熊 谷 東

吹 上

熊谷籠原

熊 谷 南

合　計（10RC）

合　計（6RC）

朝 霞

志 木

富 士 見

新 座

和 光

新座こぶし

99
23

5
28

8
15
26
29
21
19
37

310

38
63
64
19
19
39
14
46
37
18
20

377

98
54
38
21

7
50
17

5
30
27

347

23
48
35
25

4
11

146

2024

クラブ名

会　員　数（人）

101
23

5
28

7
15
31
30
22
19
36

317

38
67
68
19
18
39
14
48
37
18
20

386

97
55
38
25

7
50
17

5
30
30

354

24
49
39
25

4
11

152

2024

2
0
0
0

-1
0
5
1
1
0

-1
7

0
4
4
0

-1
0
0
2
0
0
0
9

-1
1
0
4
0
0
0
0
0
3
7

1
1
4
0
0
0
6

5
2
1
1
1
2
4
2
1
3
4

26

4
5
2
1
0
3
0
0
0
2

17

2
4
0
4
1
3

14
1
5
1
2
3
4
0
1
0
2
6

25

44
39

0
20

1
47
48
60
23
53
37

avg. 34
50
49
57
18
75
55

avg. 51
47
32
17
42
35
31
86
30
55
78
35

avg. 44
44
36
33
11

0
70
37
29
48

avg. 34
52
12
13

9
29
75
20
80
43
43

avg. 38

My Rotary
登
録
率（
％
）

女
性
会
員

第
１
グ
ル
ー
プ

第
２
グ
ル
ー
プ

第
３
グ
ル
ー
プ

第
４
グ
ル
ー
プ

第
５
グ
ル
ー
プ

11
月
末

年
度
初
め

対
年
初
増
減

クラブ数 年度初め 11月末 増 減 女性会員 MyRotary登録率
1,53447 1,587 53 112 37

合
計

54
89
51
35

2
17
74

7
25

354

57
101

55
37

2
17
74

7
28

378

3
12

4
2
0
0
0
0
3

24

13
12

1
0
0
2
0
0
2

30

����
年
��
月

https://www.rid2570.gr.jp/

国際ロータリー第2570地区 地区事務所

ガバナー月信 1月号

11日
12日

青少年交換日本文化体験
米山選考試験

1 月
2025

（土）
（日）

1日

8日

9日

10日

15日

18日

22日

23日

24日

財団　第３回オリエンテーション
（2770地区合同）
RL1パートⅢ
青少年交換オリエンテーション
RYLA　DAY
第２グループ IM
第３グループ IM
第４グループ IM
第１グループ IM
第５グループ IM

2 月
（土）

（土）
（日）
（月）
（土）
（火）
（土）
（日）
（月）

月信についてのお問合せ

schedule 主な活動スケジュール


